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　産みの苦しみ　
　昨年から続けているこの学級通信。１年E組の生徒は比較的保護者に見せてくれていたようで、昨年は直接あるいは間接に「いつも楽しみにしています」などという、本当にありがたい言葉を頂き、大いに励まされました。同じ学年の先生方やその他数名の先生方にも配布していて、この学級通信についてあれこれと議論をしたりすることも、私にとって実りの多いものでした。が、いつの頃からか、自覚はしていたのですが、クラスの生徒に向けてというよりも、周りの大人たちを意識した書き方になってしまっていたように思います。毎号書くときには多少の苦しみを伴います。例えて言うなら、もちろん出産の痛みや苦しみとは比べものにはならないのでしょうが、「産みの苦しみ」といったところでしょうか。ここで一度原点に戻って、この通信の目的をはっきりさせたいと思います。今後、君たちに向けては担任からのメッセージや連絡事項を、保護者の皆様に向けては、生徒たちのクラスや学校での様子を伝えることを一番の目的として、この学級通信を発行することにします。

　新学期が始まって２週間がたちました。君たちの様子を見ていて強く感じるのは、「コミュニケーションを取ることが下手だなぁ～」、ということです。先週のある日、軽い冗談のつもりである生徒に尋ねてみました。「隣の席の○○さんと話したことある？」私は「あります」という答えを期待していたのですが、「ありません」という答えで、ズッコケそうになりました。そこで、「今週中に、男子は男子全員と、女子は女子全員と話をする」ことを君たちへの課題としましたが、達成できたでしょうか。今週の課題は、「男子は女子の半分と、女子は男子の半分と話をする」ことにします。更に来週は、「男子は残りの女子半分と、女子は残りの男子半分と話をする」ことを課題にしますので、ゴールデンウィーク前には一通りクラスの全員とコミュニケーションを取ってください。
　先週は「対面式」がありました。３学年が一堂に会する最初の行事でした。２年生の中村君の生徒会組織の説明に始まり、放送局がまとめた行事紹介のDVD、音楽部による校歌紹介では、堀川君と新保さんがステキな歌声を披露していました。今回の目玉は、吹奏楽局とチアリーディング部のコラボレーション企画でした。吹奏楽では、大寺君と渡邊君、そして神原さんが迫力のある演奏をし、チアでは牧野さんが、切れのあるダンスを発表していました。今回の曲はクイーンの “Don’t Stop Me Now”でした。昨年授業で行ったクラスには英語の授業で聞いてもらいました。もし私がプロ野球の選手ならば、打席に入るときのテーマ曲にしたいぐらい大好きな曲です。チア部は年々パフォーマンスのレベルを上げているように思います。冬の間、硬式野球部はチア部のお隣でトレーニングすることも多かったのですが、日々の練習の成果が形となって今回のパフォーマンスに現れているように思いました。そして、「開かずのくす玉」。昨年は、対面式でも潮陵祭でも開かなかったと記憶していますが、今年は見事に開き、１年生を祝福しているかのようでした。今まで開かなかったものが開くということは、きっとどこかで誰かが手間と時間をかけていたのだろうと、表には現れないけれども、周到な準備を感じさせる瞬間でした。１年生にも、君たちの暖かい思いが伝わる行事になったのではないでしょうか。
　今、回収中の提出物　


・スポーツ振興センター掛金１６５０円※原則全員の加入をお願いしています。（４／２３まで　封筒に記名の上、事務室へ）


・� eq \o\ac(○,T)�生活時間調査（４／２３）	・各奨学金の申込　


　中矢の連絡先　　　緊急事態発生の際には、連絡してください。


自宅　011-695-3833　  　PCメール� HYPERLINK "mailto:hidetonakaya@yahoo.co.jp" �hidetonakaya@yahoo.co.jp�


携帯　090-2695-5019　  携帯メール� HYPERLINK "mailto:hide.16.mayu.nakaya@docomo.ne.jp" �hide.16.mayu.nakaya@docomo.ne.jp�


※帰宅後は、携帯電話はカバンに入れっ放しのことが多く、パソコンのメールチェックも家ではしません。つながりやすいのは自宅電話です。
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　この学級通信の他に、練習試合が終わる度に、野球部通信も書いている。さほどキレルわけでもない一つの頭脳で書いているのでこの二つが、重なったときには苦労する。教師十八年の経験から野球も勉強も変わらないことを実感しているので、今回は自分で書いたものを引用することにする。


ベースボールコラム【託せる選手】


　プロ野球開幕第二戦、９回表、追い上げを図るファイターズの攻撃。四番中田選手はショートフライを高く打ち上げた。その打球はショートのグラブをかすめ地面に落ちたが、当然二塁に行っているべき中田選手は一塁ベース上にいた。私は妻に、「二塁に行ってなきゃダメだな」とツッコミを入れていたが、すぐさま解説の古田氏も同じことを言っていた。更に続けて、「こういうことでは『託せる選手』にならないんですよね」とも。高校野球の指導者は、年間通して、ここ一番で頼りになる「託せる選手」を探している。それはグランドだけではなく、普段の授業やクラスでの様子も含めてだ。授業中ぐったりしていたり、宿題の提出状況が悪かったりすれば、もちろん「託せる選手」にはなれない。人として成長すれば、野球なんてすぐにうまくなる。人としても高校球児としてももう一段ステップアップをして、「託せる選手」になろう。





感受性を豊かに（三十八）
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この学級通信は､君たちと私の明日のために、週１回発行する予定です。
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　ホームルーム役員も決定しました！　


評議委員（キャプテン）�
寺　井　亮　太�
高　橋　衣　織�
�
HR議長（副キャプテン）�
八　木　賢　史�
宗　山　春　香�
�
書記委員�
石　井　拓　人�
小　島　厚　樹�
�
会計委員�
金　田　弘　貴�
片　岡　嵩　弥�
�
自治委員�
高　橋　和　也�
大　寺　空　翔�
�
保健委員�
川　嶋　秀　太�
小　菅　も　も�
�
球技大会実行委員�
小山田　絢　音�
小　林　賢　大�
�
体育祭実行委員�
山　田　瑞　樹�
丹　波　祐　哉�
�
潮陵祭実行委員�
若　見　悠　太�
福　屋　夏　実�
�
選挙管理委員�
神　原　里　菜�
　�
�
見学旅行委員�
中　島　光　貴�
大久保　莉　湖�
�
図書委員�
笹　　　詩　織�
渡　邊　翔　太�
�
　最後、いくつかの委員をジャンケンで決めなければならない悲しい結末になりましたが、後期はすべて立候補で、しかも５分で決めよう。特に、行事の際には委員の人だけが頑張ってもうまくはいきません。すべての人が協力をしよう！！まずは半年間よろしく。











